
 

 
  
 
各事業所における意思決定支援の取り組みをシリー
ズ化し、紹介しています。今回は「相談支援センター
ほっと」の取り組みを紹介します。 

 

一発逆転満塁ホームラン！🥎 
相談支援センターほっと 大野政博 

上田明照会グループホームで生活をしている利用者 

中澤篤弘さん（名前を出すことは、本人の許可を取

っています）26歳。障害支援区分２。千曲市出身。

稲荷山養護学校から卒業して上田明照会のグループ

ホームで生活をすることになりました。仕事は、あ

んでぃくっく（以前は「えぼし」でした）とても社

員にも人気があります。その彼が２年ほど前になり

ますが、「どうしても車の免許が欲しいんだよ」と話

されていました。最初は、我々もびっくりしました

が、迷ったあげく、ご家族にも許可を取り、上田教

習所に通うことになりました。仕事をしながらです

ので教習所へ通うのは、夕方５時以降です。教習所

の車に乗るのも夜が中心で夜間の運転になります。

そしてグループホームに帰って来るのが、夜、遅く

になります。 

学科教習、実地教習、高

速教習などを経てようやく

仮免許までたどり着きまし

た（何度かやり直しはあり

ましたが・・・）実技試験

も受かり後は、１年間の間

に篠ノ井教習所で行う学科

試験に合格すれば、運転免許証がもらえます。最終期

間が11月２日（日）でした。合格ラインは、95問の

問題が出て90点以上が合格になります。なかなか難易

度が高い試験になります。仕事をしながらですので、

そうたびたび行けるものではありません。毎回、65点

～70点台が続いていました。本人なりに、かなり勉強

をしているようにも思えましたが、なかなか合格ライ

ンに達するのは難しいようです。そんな時に、お母さ

んも含めて計画更新の面談を行いました。お母さんに

免許の話をしたらお母さんが、「この子は、養護の時か

らあまり成功体験が無かったので、何とか免許を取っ

て成功体験をさせてあげたくてね」と話してくれまし

た。そんな時、中澤さんに｢もし私で良ければ勉強会で

もやりますか？｣と話すと一発返事で「やりたい！」と

の事。この時は、学科試験に30回ほど試験に落ちてい

ました。９月１日～10月31日の２か月17:15～18:15

の１時間の勉強会を開始。１日、約50問ずつ、間違っ

たところは、何故、間違ったのかを確認しながら進め

ていきました。そのうち、本人も分からない所を聞き

に来るようになりました。徐々に点数も上がってきて

80点台が順調に出るようになりました。それでも85

点、87点、そして89点が３回となり本人は悔しがり

ます。 

最終日の結果は87点。残念。しかし、11月２日が日

曜日だったので、11月４日に本当の最後の試験が受け

れることになりました。私も午前中は、生活習慣病検

診のためにお昼ごろ出勤しました。それから30分後、

帰ってきてすぐに「免許取れたよ」と報告に来まし

た。ほっとの職員たちは「やったね」と万歳をするほ

ど嬉しかったのです。本人もとてもいい顔をしていま

した。お母さんや会社の方たちも大喜びです。 

一番最後の日に合格、こんなことって本当にあるんで

すね。 

振り返ってみれば、合格の要因は、 

① 本人がとてもやる気があったこと 

② 決してあきらめなかったこと 

③ 本人がとても素直であったこと 

④ 本人がとても人に好かれていたこと 

⑤ 普段から仕事に対しても真面目であったこと 
 
※11月７日（金）に本人を囲んでほっとのスタッフ

と一緒にピザ（生地から作った本格的なもの）パーテ

ィーを行いました。とても楽しいひと時でした。 

本人にこれからの夢は？と聞くと 

「僕、電車が好きなので九州を回っていろんな電車に

乗って１人で旅行したい！」と話されていました。 

また、何年か後に夢をかなえましょう！ 

久しぶりに良い話に巡り会えました。  
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50 周年感謝祭 ～ともに生きる～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

☆10月 18日(土)、ともいきライフ住吉 50周年を記念したお祭りと式典を執り行いました。 

ご来賓、ご家族、神小の合唱クラブの皆様に参加して頂き、晴天に恵まれ盛大に 

お祝いをすることが出来ました。その様子をご紹介したいと思います。 

「利用者さんの活動報告」 
作業棟を展示スペースとして開放し、 

創作作品や利用者さん 30名それぞれ 

の頑張っている姿を紹介しました。 

「ステージ発表・記念品贈呈」 

中庭ステージでは、日頃音楽活動を通じて練習に取り組んでいるハンドベル🔔、ダンスと歌の発表を行いました♪ 

ステージに上がらなくても会場の席から拍手で発表を盛り上げます。また、来賓の皆様に利用者さん手作りの記念 

品を贈呈しました。手作りしたご本人が挨拶しながら手渡ししてくれました。 

「食事風景」 
食事もお祭りのお楽しみの一つ。当日のメニューは利用者さんリクエストから盛り沢山🍤玉子焼きには寿の焼き印

が押してありました。デザートはビュッフェスタイルにし、50周年にかけ５種類を用意して食べました🍰 

「横内会長からお祝いのお手紙」 

・住吉祭り当日は都合が合わず欠席となり残念でしたが、お祝

いのお気持ちを手紙にしたためて頂きました。一部ですが、ご紹

介させて頂きたいと思います。 

宝池住吉寮の建設には、地域の方々は大きな不安を持たれたと

聞いております。昭和５０年開所以来、それを拭い去って頂いた

のは利用者の力であり、温かく接して頂いたことに改めて感謝申

し上げます。私も３０年ほど前、住民の方に声を掛けて頂いたこと

ありがたく覚えています。利用者の皆さん、ずっと元気で過ごして

下さいね。                    （お手紙より一部抜粋） 



 
 

 

 
 

今回はグループホームに関連する事柄のうち、自

分の足で確認し肌感覚で知りえた出来事を中心に

書いてみたいと思います。 

新田公園から大星神社の方向に向かい、北小学校

の横を歩いていたら校舎の一階教室の窓に「コミュ

ニティルーム」と描かれているのが目に入りました。 

現在、明照会では新田施設の建設が急ピッチで進

められており、これからの方向性として地域社会と

の関わりを模索していくという考えがあることを

伺っており、関心を持っているところでした。私の

勤務するグループホームでは『地域連携推進会議』

がスタートしています。地域住民の中に福祉に関わ

りたいという気持ちがあることは兼ねてから知っ

ていましたが、その具体的なテーブルが動き始めて

いる事は新田施設全体にとっても示唆的であると

思っています。 

そんな中、地域のお年寄りの方を中心とするボラ

ンティア大星会の皆様が主催する秋の行事「お楽し

み会」を取材することが出来ました。 

会の前半は高齢者で結成するバンドが熱演。県歌

「信濃の国」を皮切りに、「リンゴの唄」、青春歌謡

の代表格である舟木一夫の「高校三年生」や小柳ル

ミ子の「瀬戸の花嫁」などを演奏していました。軽

快なトークが参加者を笑いの渦に巻き込み、長野大

学のボランティア学生も美声を披露していました。

そして参加者の手には交互にマイクが握られてい

きます。一同に笑顔があふれると「このように心が

通じ合うと私たちは平和に過ごせるのです」という

リーダーの言葉が一同の共感を呼んでいました。 

 

 

 

 

 

楽団の演奏に合わせて唱和する長野大学の学生さんたち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新田自治会は教養部も充実しており、座禅体験な

どの子どもたちの参加できる催事もあります。組織

もしっかりとしていて、団結力のある自治会です。

和ホームが現在地に移転した時には町民の皆さん

にお越しいただき見学会が行われました。「参加者

はとても友好的で、心温かい心情を感じ取った」と

当時の上司が伝えてくれました。お互いに気負うこ

となく、ありのままの暮らしを共有していきたいと

今も念願しています。これらのことは、新しい新田

施設においても同様だと思います。私が中座すると

きに長生会のＡさんが傍によって来られ、「来てく

れてありがとう。何かあったら何でも言ってくださ

いね」と話してくださいました。連携（絆）という

ことはこういうことなんだなと心にすとんと落ち

てきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
会場にカレーの香りが漂ってくると、 

笑顔もはじける利用者さんと職員たち 
 

最後に、”きらびと”級の話題を一つ紹介したい

と思います。グループホームの利用者が自動車学校

を卒業後、１年間挑戦し続けた結果、最後の受験チ

ャンスを突破して運転免許証を取得しました。あと

１点で合格という悔しさを何回も経験した後の快

挙だけに、本人は言うに及ばずご家族や支援者の喜

びはひとしおでした。ほっとでも合格祝いのピザパ

ーティーを開いてくださり、嬉しかったと伝えてく

れました。人の命を乗せて走るのが車だという当た

り前のことをいつも振り返ることになると思いま

すが、それでも夢を実現できるように側面的に支援

していくことが私たちの役目だろうと改めて考え

ました。 

道標（みちしるべ） 
グループホーム職員 木下文夫 

     

11月 29日(土)、アリオ上田店２階の太陽コートで開催された 
「ほのぼの市」に出展させて頂きました。 
ほのぼの市自体の開催も、味遊カフェの外部での販売会出展も 
久しぶりとなり、どんな感じになるかワクワクドキドキでした。 
当日はアリオの休日の賑わいもあり、クッキーやパウンドケーキ 
などの焼き菓子、珈琲豆の他、気まぐれ屋やともいき宝池慈光の 
商品も沢山の方に商品を手に取って頂き、お客様との会話も楽し 
ませて頂きました。久しぶりの販売会は大成功？！ 
  とてもいい刺激になりました。ありがとうございました。 

 

味遊カフェニュース 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     今月号は、記事全体に「夢や輝き」が宿っています。夢を語るときに「どうせ無理」と 

     言われるのではなく、「どうしたら実現出来るのか」を一緒に考えてくれる仲間に出会える 

     こと。その積み重ねが輝く社会へと繋がっていくように感じました。今年一年拝読 

頂きありがとうございました。どうぞ良い年をお迎えください。（瀧澤） 

 

  
 

https://ueda-mei 
shoukai.or.jp/ 

小林さんありがとうございました！さて次回のリレーコラムは･･･ 

『ともいきライフ月影の 大日方 枝里子 さん』です。よろしくお願いします！ 

前回の「ともいき宝池和順 市村 忠寛さん」からバトンを 

受け取ったのは「事務局 小林 鉄平 さん」です。 

リレーコラム ♡ 癒しのじ・か・ん 

♡ 

ともいきライフ月影 一之瀬 紫稀 

「栄冠は君に輝く～高校野球が大好きです～」 

寒い時期に真夏の熱い話を皆様にお届けします。私の中学生と高校生

の息子が野球をやっている関係で“父ちゃん”がその影響をもろに受

けており、今年の夏に「２年連続２回目の甲子園“観戦”出場」を果

たしました！高校球児の誰もが憧れる聖地・甲子園は、なんとも言え

ない独特な雰囲気があり、私はものすごく大好きで興奮だらけです！

その中でも一番の興奮は甲子園の流れを変える「魔曲」が流れる時！

その曲が流れると不思議と大量得点や大逆転を引き起こすことから、

高校野球ファンの間で「魔曲」と呼ばれています（YouTubeで応援歌

映像多数！ぜひ！）。球場全体を異様な空気に包み込んで、味方打線

を奮起させる魔曲・・・。中でも私の一番の鳥肌もんは「戦闘開始〜

SHOW TIME」！！！「We are〜！」の掛け声からの曲に移るところが

たまりません！ そして、2025新•魔曲の誕生か！？と囁かれている

のが、今年の公立校旋風を起こした県岐阜商の「GOLDFINGER ’99」。

甲子園全体が県岐阜商の応援となり、ま•さ•に「魔曲」です。生で観

るアルプススタンドからのアーチーチー、アーチー！の掛け声とパフ

ォーマンスは圧巻です。横山温大くんのプレーも間近で観れて感動の

「アチチ旋風」を体感できました。 

夏の甲子園が素敵なのは、これが最後の試合になってしまわないよう

にと真剣な全力プレーの球児が観れるところです。一塁のヘッドスラ

イディングでゲームセットなんて・・・かっこいいんです！ 

今年の甲子園観戦は、朝 7:30 

に球場入りして最終の 4試合 

目が終わったのが夜の９時前。 

ディズニーランドと変わりま 

せん（笑）。 

県岐阜商を含む合計８校のプ 

レー、大応援団の応援歌を体 

感、悪天候による試合の中断、 

阪神園芸さんの連携、高校野 

球のナイター観戦など、高校 

野球ファンとしてはかなり 

貴重で贅沢な経験ができまし 

た。 
 

最後に一曲・・・。 

「♪あーあーーー、 

  栄冠はーー、君に輝くーーー・・・（泣）♬」 

 

今すぐホームページを 

チェック！ 👇 


